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HIV医療と看護に関する専門的
な知識を習得する。

専門的な知識を用いて、患者
に療養に関する具体的な説明
ができる。

専門的な知識を用いて、患者
に療養に関する説明が概ねで
きる。

専門的な知識の理解不足、患
者に療養に関する説明が不十
分である。 点 点

包括的な患者支援の実践に必要
な知識と支援プロセスを実践か
ら学ぶ。

実践の目的と理由を理解し、
具体的に説明ができる。

実践の目的と理由について概
ね理解し、説明ができる。

実践の目的や理解に不足があ
り、説明が十分にできない。

点 点
院内外の多職種の役割を理解
し、コーディネーション機能の
実際を知る。

他職種の役割と連携・調整の
目的を理解し、具体的に説明
することができる。

他職種の役割と連携の流れを
概ね理解し、説明するでき
る。

他職種の役割や連携の目的の
理解不足のため、説明ができ
ない。 点 点

ケース
レポート

事例を通してHIV看護の包括的
支援を理解し、課題の抽出とケ
アの方向性を整理できる

HIV看護の視点を踏まえた具体
的なケアの方向性を示すこと
ができる。

事例の情報を整理し、患者の
状況や主な課題を抽出するこ
とができる。

事例の情報整理や患者の状況
理解が不十分で、示すことが
できない。 点 点

総合 点 点
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